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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月6日(2013.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレバーンまたは熱傷の皮膚治療用医薬組成物であって、蜜ろうおよび任意選択的に１
種または複数種の薬学的に許容される賦形剤と組み合わせて、オクタン酸セテアリルおよ
び／またはヘキサン酸から選択される活性成分を、組成物の全重量に対して少なくとも４
重量％含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の治療用医薬組成物において、前記活性成分がオクタン酸セテアリルで
あることを特徴とする医薬組成物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の治療用医薬組成物において、前記組成物の全重量に対して活
性成分を４～１５重量％含むことを特徴とする医薬組成物。
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【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、前記組成物の全重量
に対して蜜ろうを２～５重量％含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の治療用組成物において、前記活性成分と前記蜜ろ
うの比が０．８～７．５であることを特徴とする組成物。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、デクスパンテノール
および／またはポリジメチルシロキサン（ジメチコーン）から選択される１種または複数
種の更なる添加剤を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、リドカイン、プリロ
カイン、スカンジカイン、エチドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、レボブピバカイ
ン、アルチカインおよびメピバカインから選択される１種または複数種の局所麻酔薬を含
むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、メラルーカ・アルタ
ーニフォリア（Ｍｅｌａｌｅｕｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｌｏｒａ）精油またはその誘導体
、テペズコヒテ（Ｔｅｐｅｚｃｏｈｕｉｔｅ）精油またはその誘導体、ユーカリ（ｅｕｃ
ａｌｙｐｔｕｓ）精油またはその誘導体、タイム精油またはその誘導体、ローズマリー精
油またはその誘導体、レモン精油またはその誘導体、クローバ精油またはその誘導体、シ
ナモン精油またはその誘導体、マツ精油またはその誘導体、ラベンダー精油またはその誘
導体、ロックローズ（Ｃｉｓｔｕｓ　ｌａｄａｎｉｆｅｒｕｓ）精油またはその誘導体、
セントジョンズワート（Ｓｔ　Ｊｏｈｎ’ｓ　Ｗｏｒｔ）精油またはその誘導体およびジ
ャコウバラ精油またはその誘導体からなる群から選択される、１種または複数種の精油ま
たはその誘導体も含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、局所的にまたは注射
によって投与されることを特徴とする医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、局所投与の場合には
プレバーンまたは熱傷の原因との接触から開始して６０秒以下の時間内にまたは注射によ
る投与の場合にはプレバーンまたは熱傷の原因との接触から開始して３０分以下の時間内
に、前記医薬組成物を前記皮膚損傷と接触させることを特徴とする医薬組成物。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、局所投与の場合に
プレバーンまたは熱傷の原因との接触から開始して４５秒以下の時間内に、前記医薬組成
物を前記皮膚損傷と接触させることを特徴とする医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、注射による投与の
場合にプレバーンまたは熱傷の原因との接触から開始して２５分以下の時間内に、前記医
薬組成物を前記皮膚損傷と接触させることを特徴とする医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか一項に記載の治療用医薬組成物において、前記医薬組成物が
、６０分間に３０回続いて投与されることを特徴とする医薬組成物。
【請求項１４】
　蜜ろうに伴う組成物の全重量に対して少なくとも４重量％のオクタン酸セテアリルおよ
び／またはヘキサン酸とを、デクスパンテノールおよび／またはポリジメチルシロキサン
（ジメチコーン）から選択される１種または複数種の補助添加剤、及び選択的に１種また
は複数種の薬学的に許容される成分とを含むことを特徴とする、医薬組成物。
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【請求項１５】
　薬剤として使用される請求項１４に記載の医薬組成物。
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